
南三陸町立戸倉小学校では津波からの模範的な避難行動が取れたとのことで，ぜひ状況を確認した
いと思い現地を訪ねてみた．戸倉小学校はすでに解体されてなくなっていたが，やはり現地に来てみ
ないと理解できないことが沢山あって，大いに勉強させられた．             [撮影：2013.7.20.] 

津波災害と学校(その２)  
   学校に課せられた緊急時の役割とは？ 

避難場所となった五十鈴神社 

避難路 

戸倉小学校跡地 



五十鈴神社から見た折立地区 

戸倉中学校・仮設住宅 

戸倉小学校跡地 

志津川湾 



五十鈴神社の石段下に設置された東日本大震災記念碑の碑文 



南三陸町立戸倉中学校 

仮設住宅の居住者から小学生が避難した五十鈴神社
の場所を教えていただく． 

高台上の戸倉中学校も津波に襲われた．津波は時計の所まで達し，校庭の避難者も犠牲になっている． 

←津波到達地点 

↓五十鈴神社 

高台上の戸倉中学校 

戸倉中学校の校庭に建設された応急仮設住宅 



公民館跡地？ 

石巻市雄勝地区 

雄勝小学校跡地 

女川方面への道路 

小学生達の避難路となった新山神社 

昭和三陸津波の記念碑と解体工事中の雄勝総合支所 

← 総合支所敷地内に建てられた津波記念碑と仮設店舗群 

小学校と中学校の場所を確認する目的で訪れた雄勝地区
には殆ど何も残っていなかった．仮設店舗に居られた硯
職人の方に色々と地域の被災前後のことを教えて頂いた． 


